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特集 樽前山の火山防災
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災
害
を
少
な
く
す
る
た
め
に

国
・
道
の
噴
火
災
害
対
策

　

樽
前
山
が
中
規
模
以
上
の
噴
火
を
し

た
場
合
、
火
山
灰
や
火
砕
流
な
ど
が
苫

小
牧
市
街
地
を
直
撃
し
、
Ｊ
Ｒ
室
蘭
線
・

千
歳
線
や
新
千
歳
空
港
が
使
用
不
可
能

に
な
る
な
ど
、
大
き
な
影
響
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。
国
・
道
の
噴
火
災
害
対
策
と
し

て
は
、
主
要
７
渓
流
（
苫
小
牧
・
小
泉
の

沢
・
小
糸
魚
・
錦
多
峰
・
覚
生
・
樽
前
・

別
々
川
）
に
砂
防
施
設
を
計
画
的
に
配
置

す
る
と
と
も
に
、
樽
前
山
火
山
監
視
シ

ス
テ
ム
の
整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。

市
の
噴
火
災
害
対
策

　

市
で
は
、
近
隣
３
市
（
苫
小
牧
市
、
千

歳
市
、
恵
庭
市
）
４
町
（
白
老
町
、
安
平

町
、
む
か
わ
町
、
厚
真
町
）
と
関
係
機
関

か
ら
な
る
樽
前
山
火
山
防
災
会
議
協
議

会
を
設
置
し
、
広
範
囲
に
影
響
を
及
ぼ

す
火
山
噴
火
に
対
応
す
る
た
め
「
樽
前
山

火
山
防
災
計
画
」
を
平
成　

年
６
月
に
策

１４

定
し
、
噴
火
災
害
に
備
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
樽
前
山
の
中
規
模
噴
火
を
想

定
し
、
錦
多
峰
川
よ
り
西
か
ら
別
々
川

ま
で
の
地
区
内
を
対
象
に
、
屋
外
拡
声

器
で
広
範
囲
に
情
報
を
流
す
こ
と
が
で

き
る
同
報
系
防
災
行
政
無
線
を　

基
配

２５

噴火災害に対する取り組み

備
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
樽
前
地
区

の
家
屋
を
対
象
に
、
同
報
系
防
災
行
政

無
線
を
受
信
で
き
る
個
別
受
信
機
を
約

　

台
設
置
し
、
噴
火
災
害
を
少
な
く
す

１７０る
た
め
の
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
樽
前
山
の
噴
火
災
害
に
対
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
噴
火
を
防
ぐ
こ

と
は
不
可
能
で
す
。
し
か
し
、
噴
火
の

前
兆
情
報
を
知
り
、
適
切
に
避
難
を
す

る
こ
と
で
、
被
害
を
最
小
限
に
す
る
こ

と
は
可
能
で
す
。
火
山
防
災
の
第
一
歩

は
噴
火
情
報
を
知
る
こ
と
と
い
え
ま
す
。

　

９
月
１
日
は
「
防
災
の
日
」
で
す
。
私

た
ち
の
ま
ち
に
あ
る
「
樽
前
山
」
を
き
っ

か
け
に
、
今
一
度
、
災
害
か
ら
身
を
守
る

防
災
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

噴火に備えて ･･･ 噴火したら ･･･

アルテンからの樽前山。美し　　

避難するときには

避難は落ち着いて速やかに行動してください。

噴火が始まったらどうやって避難するの？

樽前山山頂の火口（Ａ噴
火口）の様子。昭和６３年
の気象庁の観測データで
は、Ａ噴火口は短径約
２０m、長径約３０ｍの大き
さになっています。

砂防施設の配置

錦多峰川の
火山砂防施設

泥流や土石流による被害を小さくする
ため、土や砂が川の下流に流れ出すの
を止めたり、量を減らしたりする砂防
施設を建設しています。市内７渓流に
計画的に配置しています。

火山活動を監視カメラで常時観測する
ほか、泥流を検知するワイヤーセン
サーなどを設置して、警戒にあたって
います。また、集めた情報を関係機関
に伝達する通信網も整備しています。

樽前山西ピー
クの国土地理
院ＧＰＳ（左）
と監視カメラ
（右）

樽前山火山監視システム

同報系防災行政無線

錦岡西１０号公園に設置
の屋外拡声器（同報系
防災行政無線）

中規模噴火の場合に、
錦多峰川より西側の
住民に対して噴火情
報の提供や、避難勧

告のためのスピーカーを市内２５カ所に
配置しています。屋外拡声器で広範囲
に噴火情報をお知らせします。

リュックなどに入れて準備をしておきましょう。

≪こんなものを準備しよう≫
�ヘルメット　�マスク　�ゴーグル　�軍手
�タオル　�懐中電灯　�ラジオ　�常備薬　
�雨具・防寒具　�着替え　�ちり紙　�非常
食　�飲料水　�預金通帳・印鑑・現金など

日ごろから非常用品の準備を！！

4 市外へ避難が必要な場
合は、避難所からバス
で移動します。

3 町内会などで点呼を
とったら、指定された
避難所（学校など）へ。

市からの避難の指示に
従って、最寄の避難場
所（公園など）へ。

2

避難時の服装は、ヘル
メット、ゴーグルなどを
着用しましょう。

1
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Specia l Edition 防災特集
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噴
火
の
前
兆
を
知
ろ
う

　

樽
前
山
の
噴
火
は
い
つ
起
こ
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
現
在
、
噴
火
の
前
兆
を

知
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が

国
や
北
海
道
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

皆
さ
ん
が
噴
火
災
害
に
遭
わ
な
い
た
め

に
は
、
日
ご
ろ
か
ら
前
兆
情
報
を
見
逃

さ
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。
北
海
道
防

災
対
策
支
援
シ
ス
テ
ム（
下
記
）な
ど
の

噴
火
可
能
性
の
情
報
を
素
早
く
入
手
し
、

冷
静
に
行
動
し
、
安
全
な
所
に
避
難
す

る
こ
と
が
最
も
重
要
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
気
象
庁
は
平
成　

年　

月
１

１９

１２

日
よ
り
、
全
国
で
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル（
下

記
）を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
火
山

活
動
の
状
況
を
噴
火
時
な
ど
の
危
険
範

囲
や
必
要
な
防
災
対
応
を
踏
ま
え
て
５

段
階
に
区
分
し
た
も
の
で
す
。
住
民
や

登
山
者
・
入
山
者
な
ど
に
必
要
な
防
災
対

応
が
分
か
り
や
す
い
よ
う
に
、
各
区
分

に
キ
ー
ワ
ー
ド
を
つ
け
て
警
戒
を
呼
び

か
け
ま
す
。
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
は
噴
火

警
報
お
よ
び
噴
火
予
報
で
発
表
し
ま
す
。

もももももももももももももも
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も
し
噴
火
し
た
ら

　

も
し
、
樽
前
山
が
噴
火
し
て
も
、
慌
て

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
避
難
が
必
要

な
場
合
は
、
市
で
避
難
指
示
を
発
令
し

ま
す
。

　

避
難
は
ま
ず
、
お
住
ま
い
の
地
域
の

近
隣
の
公
園
に
避
難
し
ま
す
。
そ
の
後
、

小
・
中
学
校
、
高
等
学
校
、
大
学
な
ど
の

指
定
さ
れ
た
避
難
所
に
避
難
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
噴
火
の
避
難
は
地
震
の

避
難
と
は
異
な
り
、
大
規
模
噴
火
の
場

合
は
市
外
へ
、
中
規
模
噴
火
の
場
合
は
、

市
内
西
部
に
お
住
ま
い
の
方
は
東
部
へ
、

小
規
模
噴
火
の
場
合
は
近
く
の
避
難
所

に
避
難
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

樽
前
山
の
噴
火
が
起
こ
ら
ず
、
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
状
況
が
一
番
良
い
の
で

す
が
、
万
が
一
の
と
き
の
た
め
、
非
常
用

品
の
準
備
を
し
て
お
く
と
と
も
に
、
日

常
か
ら
家
族
で
避
難
場
所
を
話
し
合
っ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
正
確
な
情

報
を
得
る
手
段
を
確
認
し
て
お
く
こ
と

も
大
切
で
す
。

詳細は北海道総務部危機対策局防災消防課　�０１１-２３１-４１１１（内線２２-５６４）

事前に登録しておくと、防災情報をメール受信する
ことができます。外出先でも情報を入手できますの
でぜひ活用してください。

～防災情報をメールで受信できるサービス～

北海道防災対策支援システム

火山情報・気象警報・津波警報・避難情報・地震情報
※メールは地域・情報を選択することができます。

パソコンからの登録もできます。
  http://www2.bousai-hokkaido.jp/pc/  へ

�配信登録を選択�登録を選択�同意・免責事項確認で同意を
選択�空メールアドレスを送信
�仮登録確認メールを受信�開封してＵＲＬを選択
�配信希望支庁を選択�受信する内容の詳細を登録�登録内
容の確認�完了

※登録料や会費は一切かかりませんが、登録・メール受信に係るパ
ケット通信料はかかります。

■ 登録手順 ■

携帯電話から
 http://www.bousai-hokkaido.jp/mobile/  へ
２次元バーコードからもアクセスできます�

登 録 方 法

メール配信する情報

北海道が行っている北海道防災対策支援
システムを知っていますか？

　く雄大な姿を見せてくれます。

現在の樽前山
の山頂の様子。
中央に見える
のが北海道の
天然記念物に
指定されてい
る熔岩ドーム。

噴火警戒レベル

レベルとキーワード対象範囲予報警報の名称

避 難レベル５
居住地域およびそ
れより火口側

噴火警報
（居住地域）
�略称�
噴火警報 避難準備レベル４

入山規制レベル３
火口から居住地域
近くまでの広い範
囲の火口周辺

噴火警報
（火口周辺）
�略称�

火口周辺警報 火口周辺
規 制

レベル２
火口から少し離れ
たところまでの火
口周辺

平 常レベル１火口内等噴火予報

�噴火時などにとるべき防災対応の程度を示す５段階
の区分です。
�レベルの各段階を表すキーワードにより、必要な防
災行動がひと目で分かります。
�居住地域までを対象とするレベル４および５は、噴
火警報（居住地域）で発表します。
�火口から居住地域の近くまでを対象とするレベル２
およびレベル３は、噴火警報（火口周辺）で発表します。
�噴火警戒レベルを活用した迅速かつ的確な防災対応
により、火山災害防止・軽減が期待されます。

噴火予報および警報で発表する
噴火警戒レベルとは？

現在の樽前山噴火警戒レベルは「レベル１」


